
  

 

本宮市第二次総合計画等を踏まえ、本宮市教育振興基本計画を策定いたしました。 

①人口減少・高齢化の進展 ②国際化・グローバル化 ③産業構造の変化 ④社会経

的な課題 ⑤高度情報化の進展 等 

を考慮し、Ⅰ～Ⅳの施策を中心に、県内トップレベルの教育を目指します。特に、コ

ミュニティ・スクールの導入やＩＣＴに対応した教育環境等の充実に努めます。 

 

  

 

 

・健やかな体の育成                    ・生涯学習事業の充実 

※新教育要領への対応       ・読書活動の推進 

・総合的な子育て支援                   ・文化芸術活動の支援等 

 ※施設設備の充実                     

                              

                                      

 

 

                    4つの柱 

 

 

 

 

 

・生きる力の育成（キャリア教育の推進）         ・教育環境の確保 

・未来を切り拓く資質・能力の育成             ※社会教育施設耐震化 

※ＩＣＴ活用能力                    ※ランニングコース等整備事業 

・魅力ある学校づくり 

 ※コミュニティ・スクールの導入 

2019 本宮市教育振興基本計画 2023

基本理念    笑顔 あふれる 共育のまち もとみや 

   ～夢・生きがいを持ち、共に育み、共に育つ教育を目指して～ 

 

Ⅰ 幼児教育 Ⅲ 生涯学習への支援 

Ⅱ 学校教育 Ⅳ 教育環境の確保 
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※学校教育・学力向上対策（英語教育の充実に向けて） 

    [現行]                   [新学習指導要領] 

中学校 1200語程度       １６００～１８００語程度 

   ・年間１４０単位時間  改善・充実  ・実際に活用する言語活動重視     

    （４コマ／週）           ・授業は基本的に外国語で  

   小学校 

   ・年間 ３５単位時間          ◎５・６年生 ➡ 教科型 

    （１コマ／週）    改善・充実  ・年間７０単位時間 

                      ・読むこと、書くことも 

                       ◎３・４年生 ➡ 活動型 

                        ・聞くこと、話すこと 

 

・ チャレンジ学習（検定奨励） ・ 英検ＩＢＡ（中学生1年悉皆） 

・ ＡＬＴの活用（幼保⇔小学校⇔中学校） 

・ 県指定 【学びのスタンダード推進事業、英語パイオニア校（協力校）】 

・ 電子教材（タブレットなどＩＣＴの活用） 

•新学習指導要領
への対応

•ICT環境の充実

•国際化への対応

•地域とともに
ある学校づくり

•学校⇔地域

•コミュニティ
スクール：学
校運営協議会

•

•新指導要領へ
の対応（カリ
キュラム）

•教育環境整備
等

幼児教育の
充実

地域の力

学校力強化教育振興基本
計画の実現へ

英検3級程度 

 

６００～７００ 

語程度 




